
弁天通りフリースクールーアーケード商店街の新しい価値の提案ー



1. 弁天通り商店街について
　弁天通り商店街は、群馬県前橋市の中心市街地にある商店街で、通りの

中心に位置する「大蓮寺」の門前町として栄えてきた商店街である。大蓮

寺の参道であった道を明治初期に街中から北へと抜ける公道として再整備

したため、当時大蓮寺にあった弁天池を避けるように大きく曲がっている。

昭和 43年にアーケード敷設が行われ、全国的にも珍しい大きく曲がった

アーケード式商店街として知られている。

昭和レトロな雰囲気が残り、さまざまな映画の撮影もされている。しかし

アーケードは老朽化が進み、空き店舗の増加や高齢化が見受けられるのが

現状である。

2. 周辺の読み取り

前橋市街中周辺には学校や塾が多く点在しているのに対し、

フリースクールは小規模なフリースクールが２箇所しか存在しない。

本来徒歩が主な交通手段であり、人が集まる場所である商店街にフリースクールを作ることは、高齢化を

防ぎ人々にとって魅力につながるのではないか。

1. 設計趣旨
　本設計では、アーケードの老朽化が進み古い街並みが残る弁天通りを計画対象に、フリースクールを

提案する。安藤靖華による” 商店街衰退のリスクからその再生を考える” より抜粋した、８つの観点に

沿って設計を行なった。弁天通り特有の「らしさ」やアーケードの記憶を継承しつつ、アーケード屋根

を活かしたフリースクールとし、高齢化しつつある商店街に子どもたちを呼び込み、人々にとって「第

三の場」となることを目指す。そしてアーケードの新しい価値の提示をしたい。

2.Consept

4. 動線計画

　アーケード断面の再考での改築操作に加えて、アーケードに面した部分だけでなく商店街の裏とな

る部分にも操作を与えることによって歩行者のための”歩くことを楽しむ”さまざまな動線を生み出す。

アーケードより低い建物でもアーケード面の壁

だけ高くなっている箇所がいくつか見られる。

また、アーケード屋根がかかっているにもかか

わらず、軒や庇がでている。

1. アーケードを廊下として利用

　弁天通りは昔から長く続いている店舗もあるが、空き店舗の増加や空き店舗が放置されている場所

も多い。そのような空き空間を子どもたちの場にする。アーケードに面した１,２階部分の空き家・空

き店舗をフリースクールの教室など学校空間にリノベーションし、アーケード内を学校の廊下として

利用する。

2. 路地を生み出す

　弁天通りは歩行者のための路地が少ない。そこで空き地の隣の建物を増築したり、既存の建物を

減築したり、改築操作をすることで新たに歩行者のための路地空間を生み出す。

3. 商店街断面再考

　本研究では、アーケード商店街の現状を断面から再考し、大屋根のある大空間の通りの新しい価

値を提案する。現在の断面のほとんどが、１階がオープンスペースとなり、2階以上が壁で閉鎖さ

れている。そこで現在空き店舗や空き家となった建物に減築・増築と言った操作をすることでさま

ざまな断面を作り出す。
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